
 

 

 

 

 

 

 

関東六華会会員の皆様におかれましては御健勝の

こととお喜び申し上げます。 

同窓会支部活動に対し、日頃、温かいご支援、ご協

力を賜わり心から厚く感謝申し上げます。 

平成 25年度に会長就任以

来早 4年が過ぎようとして

おります。その間、新たな企

画で一人でも多くの皆様と

会の行事を通じ「母校を想い、

さらなる絆を築こう」との思

いでしたが、十分な成果を上

げられなかったものの、例年

予定されていた行事に付き

ましては無事開催できましたこと、ひとえに皆様方

のご支援のたまものと厚く感謝申し上げます。 

さて、昨年度の会の活動状況は、定例の幹事会、

四役会の実施、会員の皆様を含めた総会・懇親会、

特に昨年は同窓生誇りの世界のスケーター鈴木恵一

さんに出席して頂き、大いに盛上りました。暮れに

は忘年会を開催して結束を深めました。また、昨年

に引き続く“散策の会”では、「忠臣蔵歴史散策」

と題し、昨年の 11月と今年の 1月の 2回に亘り、

会員の皆様と交流を深めると共に自身の見識を深め

て参りました。 

次に、学校関係では、昨年の 8月に駒沢オリンピ

ック公園総合運動場体育館で開催された、全国高等

学校定時制通信制体育大会 卓球女子個人戦に建築

科 3年内山さんが 3年連続出場、今年１月早々には

東京八王子市の日本工学院八王子専門学校体育館で

開催されたジャパンマイコンカーラリー2017全国

大会には昨年に続き、電子機械科 2年増田君と長澤

君が全道大会団体 9連覇の実績で出場し、試合前日

に激励訪問、試合当日は会員有志の皆様と盛大に応

援しました。残念ですが、両大会とも入賞には至り

ませんでしたが、選手の皆さんや引率の先生から「関

東六華会の皆様の応援で大変心強く勇気を頂いた」

と感謝の言葉と学校や同窓会本部からも御礼文を頂 

きました。これも会員皆様のご支援があってのこと 

 

とご報告かたがた御礼を申し上げます。  

当会のホームページ（以下HP）はリリースから 

3年を経過しました。会の活動状況、記事を通じて

懐かしいクラスの仲間との出会い、在校生の全国大

会出場の記事からは生徒さん達の頑張りが伺われま

すので是非、閲覧してみてください。HPは会員皆

様の大事な資産です。幅広い年齢層の皆様からの投

稿で、より充実した内容となり多くの皆様に閲覧頂

けるものと思っていますので、積極的に投稿いただ

いて、共に素晴らしいHPに育てて行きたいと思い

ますので、ご協力をよろしくお願い致します。 

会報につきましては、総会案内に同封してお届け

していますが、更に内容を充実したいと思いますの

で、HP同様これからも皆様の積極的な投稿をよろ

しくお願いいたします。同時に、前年度に年会費を

納入して頂いた皆様に、同窓会本部の会報「六華」

もお届けしています。学校の様子や同窓会本部の動

向も伺い知ることが出来ますのでご活用下さい。な

お、今年度分として年会費を納入して頂いた皆様に

は来年のこの時期のお届けになります。 

苫工同窓会本部もホームページを立ち上げました。

本部の田中会長も会員の減少に歯止めをかけようと

力を注いでおります。当会も本部とタイアップして

会員減少に歯止めをかけ、増員を図り新時代に対応

できる「関東六華会」を目指し“母校を想い、さら

なる絆を”をスローガンに「明るく楽しく人が集い、

助け合いのできる同窓会」を目指して活動をして参

りますので、引き続き皆様のお力添えをよろしくお

願い申し上げます。 

“母校を想い、さらなる絆を” 

苫工同窓会支部「関東六華会」 

会長 石堂 鉄雄 
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関東六華会の皆様には、物心両面にわたり温かなご

支援をいただき、深く感謝申し上げます。 

 ご承知の通り、苫工校地の一面にありま

す「苫工記念館」に苫工同窓会本部が置か

れています。苫工記念館は、昭和５８年の

苫工創立６０周年記念の最大事業として、

１年半の工期と６千３００万円の建設費

で建設された鉄筋コンクリート２階建て

の建物です。建設計画は創立５０周年から

の懸案でありましただけに、同窓会活動の

拠点が出来たことで、関係役員を始め同窓          

生は感慨深いものがありました。 

しかし、それから３５年近くも過ぎ、当時を知る学校

関係者は殆どおりません。北海道庁の管理下にあるも

のの、道の財政状況から保全がままならず、同窓会経

費で修理することも多々あります。 

 時と共に人も変わり、また意識も変化しますが、苫

工同窓生の絆のシンボルとして先輩の熱い思いをいつ

までも忘れず、継承し発展させ

なければと強く思うこの頃です。 

皆様の変わらぬご支援を宜し

くお願いいたします。 

 

苫工同窓会ホームページの運用

が開始されました。    

http://tomakou-aa.sakura. 

ne.jp/ 

 

 

絆のシンボル「苫工記念館」 

苫小牧工業高等学校同窓会 幹事長 紺屋 隆 
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本部の皆さん 

田中会長 三石副本部長 佐々木副本部長  

定制後援会 

谷川会長 

受付にて 

平成 28 年度 関東六華会 総会・懇親会の様子（6月 18 日） 

谷川定制 

後援会会長 

平成 28 年度 関東六華会 総会・懇親会の様子（6月 18 日） 

旧校舎校名板と一緒に（HP より） 

田中本部会長 三石副会長 

琵琶奏者 

奥 史高さん 

佐々木 

副会長 

歌手 SACHI 

(西校 OB 岩田) 

ｽｹｰﾄ界ｽｰﾊﾟｰ 

ｽﾀｰ鈴木さん 

苫小牧市 

東京事務所 

佐々木所長 

よいとまけ抽選 苫工応援歌フレー！フレー！ 

本部来賓 

資料を見入る会員の皆さん 

      中村さん      桜田さん   藤井さん 

永坂さん       鈴木さん   岩倉さん   柾木さん 

楽しい懇親会も万歳三唱でお開き 

活動状況報告 

久し振りに参加された方々 

 

駒米副会長   山野会計 

   三橋副幹事長 

受付 

松田幹事（司会）  吉田幹事長   石堂会長   伊藤監査役 

http://tomakou-aa.sakura.　ne.jp/
http://tomakou-aa.sakura.　ne.jp/
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50550502 

工化科・本部 

上段左から：谷川 苫工定制後援会長(機

S46) 佐々木 本部副会長(建 H07) 三石本

部副会長(電 S49) 三橋(工 S41)  

下段左から：岩倉(工 S33) 田中本部会長

(土 S33) 石堂会長(土 S39) 川上(工 S28) 

鈴木(工 S36) 駒米副会長(電 S36) 山崎(工

S35) 

機械科 

上段左から：野本(機S43) 鈴木(機S43) 松

平(機 S43）向井(機 S43) 三浦(機 S60)  

中段左から：永坂(機S43) 竹中(機S43) 日

高(機 S59) 瀬谷(機 S50) 菅原(機 S45)  

下段左から：二ッ屋(機 S42) 伊東(機 S36) 

山野(機 S39) 谷川 苫工定制後援会長(機

S46) 阿部(機 S36) 澤田(機 S39) 佐々木 

(機 S45) 岡山(機 S35) 

電気科 

上段左から：渡辺(電S44) 井齋(電S36) 留

分(電 S20) 伊藤捷(電 S38) 柾木(電 S43) 

首藤(電S43) 中段左から：松田(電S36) 北

館(電 S36) 仙北(電 S43) 神馬(電 S37) 大

澤(電 S43) 武田(電 S35) 小野寺(電 S45) 

下段左から：吉田(電 s39) 工藤(電 S31) 坂

本(電 S31) 三石本部副会長(電 S49) 鈴木

(電 S17) 中本(電 S39) 櫻田(電 s34) 中村

(電 S35) 

 

 

 

土木/建築/電子(電通)科 

上段左から：鶴巻(建S39) 会津(建S43) 塩

田(建 S31) 櫻井(通 S38) 松崎(土 S43) 田

口(電子 S43) 中段左から：菱川(電子 S45) 

吉田(建S39) 竹田(土S36) 金本(電子S45) 

早坂(土S35) 松原(土S43) 橋本(電子S43) 

三上(土 S49) 下段左から：門田(電子 S45) 

佐々木苫小牧市東京事務所所長 佐々木本

部副会長(建 H07) 石堂会長(土 S39) 田中

本部会長(土 S33) 篠原(土 s43) 藤井(電子

s43) 長尾(土 s39) 

他校からの来賓の皆様 

左から：高石 苫高専樽前会関東支部事 

務局長、齊藤 苫高専樽前会関東支部理 

事、齊藤 苫南校同窓会代表、堀川 苫西 

校関東樽前会、遠藤 苫西校関東樽前会 

会長、日野 苫西校関東樽前会幹事 

竹内 苫高専樽前会関東支部長 
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１）2016年８月２日、駒沢オリンピック公園総合運動場体育 

館で開催された「第４９回全国高等学校定時制通信制卓球大会」 

個人女子の部に、定時制建築科３年の内山真由美さんが３年連続 

出場しました。今年こそはとサーブに磨きを懸けて臨んだが、２回

戦からの初戦、第１セットを 11－９で勝利するも、続けて３セット 

を惜敗、悔しい結果でしたが強かった相手をも称えて 

拍手でした。また来年も皆で応援させてもらいます。 

 

２）2017 年１月８日、日本工学院八王子専門学校体

育館で開催された「ジャパンマイコンカーラリー2017全国大会」に北海道代表で苫工機械工作部の長澤隆太君（電

子機械科２年）と増田幹君（同）が Advanced Class に出場しました。苫工は北海道９連覇中の実力、昨年に続い

ての出場で見事二人とも完走を果たし、全国 75チーム中、18 位と 25 位でした。 

昨年からこの競技を知りましたが、あんなコースをどうしてこんなスピードで 

滑走出来るのか、長く伸びた鼻先でコースを先読みして、独立した車輪を個別に

制／駆動、コーナを飛び出さない最高スピードをプログラミングして完璧に調整

されたメカを駆動する、65ｍのコースを 15秒台で走破するまさに極限を追及する競技です。16.47秒と 16.67秒で

惜しくも入賞は出来ませんでしたが、「この競

技は凄い！」1/100 秒の壁に挑戦する選手達、

そして指導者に、シルバー応援団の「苫工・

頑張れ」の大声援が会場に轟きました。 

また来年も待っています。 

頑張れ！苫工 《今年も来てくれました》 

 

マイコンカー 

高橋校長も（前列左）一緒に 
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内山選手と丸山先生（後方） 

高橋校長（前列左）も一緒に 

増田君、長澤君、田中先生と一緒に 

マイコンカー 

完走・頼むぞ！（増田君） ヨッシャー（長澤君） 
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元禄 14年 3月、江戸城松の大廊下で起きた刃傷事件か

ら、主君の無念を晴らすために立ち上がった赤穂浪士達

が吉良邸に討ち入り、本懐を遂げて泉岳寺の地に葬られ

るまでの歴史を訪ねて散策しました。    

散策は前編（11/5）後編（2017.1/28）に分けて開催さ

れましたが、内容が盛り沢山で原稿を依頼されましたが

短文では書き切れないので、内容や結果報告はＨＰを御

覧頂くことにして、

感想を主体に書か

せて頂きました。 

前編は江戸城跡

に大手門から入場、

巨石や焼けた石垣、

「三の門と下馬評」

「服部半蔵」「本丸

と大奥」「松の大廊

下跡」「道灌時代の

江戸」「罪人と不浄

門」等々を見学しな

がら説明があり、知

らなかったことも

多く勉強になりました。 

不浄門から出された罪人内匠頭は「一関藩田村家屋敷」

に送られ即日切腹、道路脇に「内匠頭終焉の地」碑があ

りますが、近くの和菓子屋「新正堂」の「切腹最中」の

方が人気で、商魂に恐れ入りました。 

その後、大石内蔵助の潜居地や浅草見付跡などを見学、

両国橋を渡ってそば老舗「玉屋」にて「討入りそば御膳」

とビールで疲れを癒しました。 

午後は討ち入り前の集合場所の一つであった堀部安兵

衛宅跡に我々も集合して、そこから吉良邸跡まで行進（≒

１ｋｍ）、吉良邸表門跡の前で討入り装束、屋根越の侵

入、長屋門戸に鎹（ｶｽｶﾞｲ）打ち込みなど、討ち入り状況

をテンポ良く説明され、炭小屋や清水一学との対決など 

前編のクライマックスの話を楽しく聞きました。最後は

回向院へ移動、力塚や鼠小僧の墓などを見学のあと、両

国駅前の居酒屋が開くのを待って懇親会へ、歩き疲れ（≒

14000 歩）にビールが最高でした。 

 

後編は両国、本所松坂公園（吉良邸跡）に集合、丁度

地元の人が公園の掃除とお宮さんにお参りしている姿を

見て、吉良上野介のイメージが変わった思いです。近く

の前原伊助宅跡から吉良邸裏門跡に行進して、討入り状

況や北隣り土屋主税家への挨拶、上野介の斬首、見事な

後始末などの説明を聞いた後、両国橋東詰の「休息の地」

へ移動、高札の案内板に

描かれた絵は、浪士一行

が橋途中から引き返して

来た様に見えます。 

両国橋から永代橋まで

引き揚げルートに沿って

南下、途中にある深川江

戸資料館は江戸後期の深

川佐賀町を再現したもの

で、赤穂浪士達が通った

街並みを体感出来ました。

富岡八幡宮では日本一大

きい豪華な大御神輿（重

さ 4.5 トン、金箔張り、

装飾にダイヤやルービがはめ込まれていた）が鎮座、江

戸勧進相撲の発祥地（100年間本場所が行われた）であ

り、「横綱・大関の碑」や伊能忠敬像など下町深川の歴

史に触れることが出来ました。 

永代橋近くにある「赤穂義士休息の地」や明石町の「浅

野内匠頭屋敷跡」「築地本願寺」を見学して、お昼は築

地「河岸頭」でマグロ丼とビール、大変美味しかったで

す。 

午後は仙台藩屋敷跡、高輪大木戸跡（伊能忠敬の全国

測量の基準点でもあった）に立寄って泉岳寺に到着。 

４７士墓にお線香を上げてお参りしてから、義士記念

館を見学、平成４年に訪れた時からお墓廻りや記念館が

新しくなっていました。（次ページに続く） 

忠臣蔵歴史散策の感想 南部忠広（建S41） 
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後列：小野寺、伊藤、佐々木、駒米、南部、坂本、石堂、川上、伊東、吉田 

前列：中山、金本、篠原、櫻井、馬渕    （皇居大手門にて） 
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近くにある「大石良雄外十六士忠烈の地」（細川越中

守屋敷跡）を見てから、忠臣蔵ドラマの名場面「南部

坂雪の別れ」で有名な南部坂と氷川神社（三次藩浅野

土佐守屋敷跡で揺泉院の実家跡）を見学しました。 

近隣に

は幕末の

江戸城無

血開城や

明治初期

に活躍し

た勝海舟

宅跡を見

学したと

ころで、

皆さんは

ほぼテンパイ、タクシーにて虎の門の居酒屋へ直行す

ることになりました。 

皆様お疲れ様でした。実行委員の櫻井さん、小野寺

さん、佐々木さんには大変お世話になり感謝・感激で

した。櫻井さんのガイドもプロ顔負け、解り易く説明

して下さいました。私は忠臣蔵フアンなので今回の散

策は大満足でした。 

同窓会の先輩や後輩の仲間たちと一緒に楽しく過ご

すことが出来て、めぐり会いも好いものだと思いまし

た。また、次回も楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 2016年 10月 21日（金）ホテルルポール麹町 

にて「東京とまこまい会」総会・懇親会が開催され、

関東六華会からも 9名参加しました。 

毎年この時期に開催されており、関東六華会からも

石堂会長が副会長として歴任していますが、今年は総

勢 185名の方が参加、お待ちかね懇親会ではホッキ貝

やシシャモなどの郷土料理を楽しみながら苫小牧の今

昔話で盛り上がって来ました。 

アトラクションでは、豪華景品の当たる大抽選会で

当会員の及川謙也さんが見事“特賞”を獲得しました。

=＝久し振りに参加しました。（次ページに続く） 
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坂本 、三浦、  及川、 瀬谷、 石堂、  篠原 
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「東京とまこまい会」に参加して 



若い頃の札幌勤務時代によく行った馴染みの苫小牧で

したが、今回参加させて頂いて改めて大きな変化を感

じた集いでした。そしてまさかの“特賞”大洗～苫小

牧のフェリー往復デラックスルーム乗船券とホテル宿

泊券で、しかも２名分にびっくり、春先が楽しみです。 

今は遠く離れて疎遠になってしまいましたが、様々

な方と時間を共有することができ、改めて苫小牧への

繋がりを強く感じたところです＝＝。 

有難うございました。 （電 S36及川謙也） 

「東京とまこまい会」は苫小牧にゆかりがあった皆さ

んの集いであり、広く会員を募集していますので、関

心のある方は是非参加をお薦めします。 

（詳細はＨＰ「東京とまこまい会」をご覧下さい） 

 

 

 

土木 39 年卒クラス会を札幌で開催 

今年のクラス会「きつつき会」は 10月 28日ＫＫＲ 

ホテル札幌で開催され、17名の参加でした。還暦を過

ぎてからは毎年開催され、札幌と苫小牧が交代で幹事 

 

を引き受けてくれています。 

担任であった中原順雄先生（通称きつつき）も元気

に毎年出席して当時の心温まる思い出話を披露してく

れて、この歳になっても瞼が熱くなる思いで拝聴しま

した。この先生だから 40人全員が卒業出来て、今日が

あると再認識しました。報告を兼

ねて 11月 29日関東でもクラス会

を開催しました。          

（上野銀座ライオンにて） 

 

  

 

電気 36 年卒クラス会を札幌で開催 

9月 27日、札幌・北海道食市場丸海屋に 25名（東

京から 7名）が集合。今年は初めての参加者が多く、

懐かしい昔話に花が咲きました。東京組 5人は松田さ

んの故郷むかわ町へ、翌日はノーベル賞学者・鈴木明

先生の記念館を見学、有名な大野商店でシシャモを買

って、私(駒米)と北舘君、瀧野君は高原君の車で苫小牧 

 

 

 

 

へ、苫工旧校舎跡から現校舎を訪ねて、4月に赴任

された高橋校長に挨拶をして来ました。 

2ヶ月後の 11月 11日、東京のクラス会を丸の

内・新丸ビルで開催（9名参加）しました。 

来年は後期高齢者ですが、まだまだ老け込んで

いられません。来年もがんばるゾー。 

 

 

 

 

苫工同期会便り 
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後列：山田、上松、佐々木、前田、宮村、林田、中村、黒津、松田、峨家、

前列：小原、石堂、中原（先生）幅田、吉岡、吉川、松村 

後列左から：松田、名越、仙葉、鈴木(義)、田中、長田、及川、瀧野、

井斎、市村 中列：遠藤、北角、高原、鈴木(正)、橘、島、佐藤 

前列：中村、駒米、小笠原(旧姓佐々木)、大友、飯島、北舘、志賀 

 

後列左から：西村、岸田、井斎、佐藤(孝) 

前列：北舘、松田、駒米、瀧野、田澤 

 

左から：鎌田、藤谷、上田、石堂、長尾 

竹瀬、佐々木 

 



 

 

私は、沙流郡門別町富川の出身で、日高線で汽車

通をしておりました。今は町村合併で沙流郡日高町に

なり、日高線も鵡川止まりで富川には行けない状態に

なっております。 

私が苫工機械科に入学したのは、中学２年の担任上

坂功先生の奨めによるところが大きかったと思います。

家庭の経済的な事情から、大学進学は望めませんでし

たので、高校を卒業後は

就職するものと決めてお

りました。先生の家庭訪

問時にそのことを伝える

と、「それなら苫工機械

科に行け、君なら大丈夫

だから」と言って頂き、

それからは何の迷いもなく進路も決まり、合格ライン

に達するように勉強するだけでした。 

当時先生は中古のダイハツミゼット？を自分で整備

して乗り回しており、後から分かったことですが苫工

機械科をＳ30 年に卒業していたのです。教え子を自分

の後輩にしたかったのでしょうか？ 

卒業後は同窓生が多数いる建設機械の会社（札幌） 

に就職しましたが、オイルショックの影響で同じ系列

の昇降機会社（横浜）に転属になり、そこで会社員生

活を全うしました。 

退職時に先輩から言われた事は「キョウイクとキョ

ウヨウが大切だよ」という言葉です。勉強して知識を

身に付けるという事ではなく、「今日行くところが有

る・キョウイク」、「今日用事が有る・キョウヨウ」

というのだそうです。全くその通りだと思い、日々退

屈することが無いように、近くのスポーツジムに通い

ながら、月８回ほど地域でボランティア活動と、最近

はウクレレのグループに誘われて、月２回の練習の他、

７月の演奏会に向けて暇さえあればボローン・ボロー

ンとやっています。 

今回幹事を引き受けることになりましたので、諸先

輩のご指導を頂きながら、微力ではありますが、お役

にたてるよう努力していきますので、よろしくお願い

致します。 

 

 

 同窓会活動を支える根幹は「感謝・奉仕・共助する

心」に共感してくれる会員の絆だと思っています。 

関東六華会は共感者を最大化することを第一に活動を

しております。編集する立場からも是非ご理解とご支

援をお願いしたいと思います。（広報Ｇ） 

新役員自己紹介  佐々木明（機 S45） 
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